
外国人に開かれた地域づくりに向けた検討について

○令和６年３月、区の新たな総合計画として第３次みどりの風吹くまちビジョンを策定。今後も増加する
外国人区民の状況等を踏まえ、以下のとおり総合計画に位置付けた。

○外国人に選ばれる国になれるかどうかは我が国の未来を左右する重要な課題。
基礎的自治体として受入れ環境を整え、開かれた地域づくりを進める。

１ 現状

３ 検討方法

２ 区の総合計画「３次ビジョン」に記載
（１）外国人区民の推移（各年１月１日時点） （２）国籍別構成割合(R6.1)

開かれた地域づくりに向け
R6 アンケート調査
R7 外国人施策のあり方

の方針を策定

①アンケート調査（業務委託）
○新たな方針・施策の検討のため、生活実態等の調査を９月に実施予定
○対象は区内外国人5,000名（無作為抽出、Web・紙併用）
○調査項目については検討中

（３）在留区分(R5)
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約11人に1人
が外国人

（基本計画・戦略計画）

（年度別取組計画）

②関係団体からのご意見（本日）
○アンケート調査の補完として、個別具体的な実態ニーズを把握するため、
「住まい」の場面におけるご意見・ご経験をお聞かせください。
練馬区を「外国人に開かれた地域」とするためにできることを
「住まい」の視点から検討したいと思います。

～困りごとの例～
例１ 住まい探し
【外国人の住民から】
不動産会社にいっても英語を話せるスタッフが誰もおらず、大切なことは話せず、資料だけもらって
帰るという結果になった。引っ越したくても引っ越せない状況にある。

例２ ごみ処理
【共同住宅の大家から】
「お住まいの外国人のごみ捨てのマナーがよくない。近隣トラブルもない方なので、単純に、地域の
ごみ捨てのルールを知らないだけかもしれない」という声が寄せられる。ごみ捨てについて、外国語で
の周知を強化はできないか。

資料５


